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Q１ 漠然とですが海外留学に興味があります。まずは何から始めればいいですか 

 「自己分析」から始めましょう。自分がなぜ海外で学びたいのか、何を学びたいのか、期

間はどれぐらいか、どうしてその国なのか、帰国後海外での経験をどう活かしたいのかをし

っかり考えてみてください。海外留学はとっさの思いつきで実施できるものではありませ

ん。留学する目的・目標を確立することで、自分だけの留学をデザインすることができます。 

 

Q２ 静岡大学ではどのような留学制度がありますか 

 留学する目的が確立できたら、留学の「入口」を知りましょう。静岡大学では専門科目学

習・語学研修等を目的として、短期留学（3週間～半年以下）・長期留学（半年以上～1年未

満）、交換留学（半年以上～1 年未満）といった様々なプログラムを提供しています。ご自

身の目的に沿って、ふさわしい留学を選択してください。同時に、卒業までの履修計画を立

てましょう。特に留学期間が半年以上になると、卒業時期に影響を及ぼします。所属学部で

の必修科目、卒業要件等をきちんと確認し、無理のない留学を計画してください。 

 

Ｑ３ 「休学」と「留学」の違いを教えてください 

 「休学」と「留学」は学生の学籍上の分類です。海外留学へ行く前に必ず所属学部の学務

係等へ学籍異動の手続きを行う必要があります。主な違いは以下の通りです。 

休学・・・休学期間は「在学」期間に含まれません。学則上、卒業するためには４年間の在

学期間が必要です。したがって一度休学すると、卒業時期が半年以上延期される

ことになります。また、休学中は静岡大学に授業料を納める必要はありません。 

留学・・・留学期間は「在学」期間に含まれます。したがって、留学前後にできる限り単位

を取得したり、派遣先大学での単位認定を受けることによって４年間での卒業

が可能です。留学中は静岡大学に授業料を納めなければなりません。 

 

Q４ TOEFL や IELTS はどのような語学試験なのでしょうか。TOEIC や英検との違いも教

えてください 

●TOEFIL および IELTS： 

TOEFL および IELTS では、アカデミック英語として 4 技能（読解・聴解・口頭表現

力・作文力）のレベルを測ることができるため、留学のためにスコアが求められていま

す。TOEFL には iBT と ITP の 2 種類があります。コンピューターで行われる iBT が公

式試験であり、ITP（聴解・読解のみ）はその模試となっています。IELTS は iBT と似
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た形式ですが、口頭表現力を測る試験は面接形式で行われます。いずれも本学の交換留

学への出願にはそのスコアが有効である協定先が多くあります。 

●TOEIC： 

就職活動の際に企業が採用しているように、ビジネス英語に必要な能力を測ることが

目的となっています。協定先の中には TOEIC での出願が可能な機関もありますが、数

は限られています。 

●英検： 

英語圏における社会生活に必要な英語力を総合的に図ることが目的とされており、上

記の英語試験と重なりますが、日本でのみ有効な試験であるため、英検の取得で出願が

可能な協定先は極めて限られています。 

 

留学に備えるためには TOEFL iBT または IELTS に向けた学習が欠かせません。各試験

の概要およびスコア換算表については下記をご参照ください。試験対策などに困ったこ

とがあれば国際交流課へ相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ５ 留学の費用が賄えるかどうか心配しています 

 奨学金を活用しましょう。静岡大学には、国際交流基金事業（留学期間中に月４万円支給）

及び未来創成基金奨学金事業（留学準備金として 25 万円一括支給）という留学支援制度が
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あります。この制度は大学間・部局間交流協定に基づく交換留学派遣学生が申請可能です。

（募集人員には限りがあります。） 

その他、民間団体やＪＡＳＳＯ（独立行政法人学生支援機構）が実施している奨学金制度

もあります。留学資金を心配されている場合は、一度各ＨＰを調べてみましょう。 

 

Q６ 数か月分の生活にかかる費用について、現地でお金の管理はどうしたらいいですか 

 クレジットカードを 2 枚程度携帯することを推奨します。現金を引き出しやスーツケー

スに入れておくということはトラブルの元になるので避けましょう。日本円を必要な分を

持っていき、現地で換金する人もいますが、現金が盗まれた場合の損失が大きいです。それ

ぞれ管理の仕方は自由ですが、海外送金・クレジットカードのキャッシング利用・Money 

card の使用などが主な手段となっています。詳細は渡航前のガイダンスで説明します。 

 

Q７ ビザ申請は旅行者の代行を依頼したほうがいいですか 

 ビザ申請は各自の責任で行っていただきます。ほとんどの学生が自分自身で申請して

いますが、代行して行ってもらう方が安心であれば依頼してください。 

 

Ｑ８ 現地でのトラブルはどのように対応すればいいですか 

静岡大学の留学プログラムに参加するためには危機管理サービスの OSSMA(Overseas 

Students Safety Management Assistance)と海外旅行保険（学研災付帯海外留学保険を推奨）

への加入が必須です。OSSMA と海外旅行保険に加入して、現地で万が一トラブルに遭遇し

た時に対処できるよう備えましょう。 

●OSSMA 

こちらに加入することで、トラブルが巻き込まれないようにするための事前指導を受講

でき、留学中は緊急時などに備えた 24 時間 365 日、日本語で以下のサポートを受けること

ができます。 

【主なサポート内容】 

・海外医療アシスタンス  ・安否確認  ・健康・メンタルケア 

・ご家族へのサポート   ・弁護士紹介  等 

※金銭的損害を補償するものではありませんので、必ず OSSMA と合わせて海外旅行保険

に加入してください。 

●海外旅行保険 

留学出発前に、出発から帰国までの前期間をカバーする海外旅行保険に必ず加入してく

ださい。クレジットカード自動付帯の海外旅行保険のみでの留学は認められていません。ま
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た、留学先の大学から現地の保険に加入するように指示があった場合はその保険にも加入

が必要となります。 

すでに入学時に加入している「学生教育研究災害傷害保険」の補償内容を活かした「学研

災付帯海外留学保険」は、重要性の高い治療・救援費用部分と賠償責任部分の補償が充実し

た合理的な補償プランとなっています。こちらの加入は国際連携推進機構を通じて加入が

可能です。 

上記のトラブル以外にもルームメイトとの問題等、留学中には様々なトラブルに遭遇す

る可能性があります。何かトラブルに遭った際は国際交流課にも随時連絡をしてください。 

 

Q９ 留学中の滞在方法はどのようなものがありますか 

留学プログラムによりますが、ほとんどの学生は学生寮に滞在するか現地家庭にホーム

ステイします。申請方法はプログラム・派遣先大学で異なりますので、渡航前のガイダンス

で詳細を説明します。 

※派遣先大学の都合で大学寮が確保できない場合は、国際交流課のサポートの元、ご自身

で住居を探し契約することになります。 

 


